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Ⅰ はじめに

東京学芸大学附属特別支援学校は､ 2007年度 より東京学芸大学 ･みずほフィナンシ

ャル グループ金融教育共同研究プロジェク トに参加 し､｢特別支援教育における金融教育｣

について研究､実践的検討を行っている｡ これまでの研究では､ ｢特別支援教育における

金融教育｣を高等部の中 ･軽度生徒を対象 とした ｢生活 とお金に関わる学習内容｣ ととら

え､卒業後の ｢くらしづ くり｣に結びつ くもの としてその学習内容等を検討 ･実践 してき

た ｡ その中では､学習内容の検討及び試案の作成､特別支援用のテキス トの作成や授業実

践を行ってきている｡ これ らをふまえ､今年度は､ さらに中学部段階での ｢金融教育｣を

検討す ることとした ｡

Ⅱ･研究の課題

研究の課題 を次のように設定 した｡

① 中学部段階での ｢金融教育｣ の内容的検討

② 授業づ くり

Ⅲ 中学部段階での金融教育の学習内容について

1. 中学部段階での金融教育のとらえ方

これまで高等部段階での ｢金融教育｣を ｢生活 とお金に関わる学習内容｣ ととらえてき

た ｡ そこでは､ ｢金融教育の学習内容｣は ｢生徒の現在の知識 を広げるものであ り､かつ､

生徒の生活現実に即 した､また､生徒が生活の中で実際に活動す ることを前提 とした具体

的なもので組織する｣ とい うことを原則に検討 してきた｡中学部段階での学習内容の考え

方 も基本的に変わるものではない｡ただ､高等部段階の学習内容に比べ､より基礎的な内

容が盛 り込まれてい くもの と考えている｡その点をふまえて作成 したものが資料にある中

学部段階での学習内容一覧である｡ 対象は中学部段階の軽 ･中度の生徒である｡

2.中学部段階での ｢金融教育｣の学習内容の特徴

知的障害を主たる対象 とす る特別支援学校中学部は､特別支援学校の小学部及び小学校

の特別支援学級の卒業生で組織 され､生徒の実態は様々である｡また､その障害の特性 と
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して､年齢以上に生徒の能力や学習の達成度が幅広い｡そのため､学習を組織す る際には

個々の生徒の力に応 じた学習を考えなければな らない｡ しか し一方で､当該年齢段階にふ

さわ しい学習内容 を用意す ることも重要である｡ 今回検討 した中学部段階での学習内容

は､前述の前提 とこれ らの状況を加味 して作成 している｡ また､知的障害の特性 として､

一回の授業ですべてきちん と学習内容を理解 し生活の中で使用できるわけではなく､必要

に応 じて同様の内容 を繰 り返 し学習す ることも必要である｡ そのため今回の学習内容 は､

高等部に進学 してか らも引き続 き同様 のテーマで継続学習 をす ることを前提 として作成

した｡

また､中学部段階では､小学部 ･小学校に引き続き金銭に関す る学習が数学や生活単元

学習の中で取 り扱われている｡ 金種の判別やお金の数え方､お金の計算､お金の概算な ど

の学習がそれにあたる｡ 今回検討 した ｢金融教育｣の学習内容は､ 目的的にはこれ らの学

習 と同様のものともなろ うが､内容的には具体的 ･実務的内容 とい うよりもむ しろ ｢将来

の くらしづ くりに向けた知識 とその生活化｣の学習 として検討 したものである｡

これ らの学習を対象 と考えられる生徒に､中学部三年間で じっくり行ってお くことが､

高等部進学後にさらに生徒が 自分の ｢くらしづ くり｣を考えることにつなげられ ることに

なるもの と考える｡

Ⅳ 授業づくり

これまで検討 してきた ｢中学部段階の学習内容｣を元に､今年度 中学部 2年生を対象に

計 3回の授業を計画 した ｡ 以下はその報告である｡

1.題材について

本授業の対象生徒は､中学 2年生の男子 1名女子 2名である｡昨年 より､生活の中で金

銭に関わる経験を増やすために､毎月定額のお こづかいをもらい､お小遣帳をつける学習

を進めてきた ｡ 生徒は､お こづかいをもらっても使い方がわか らずお金がたまる一方であ

った り､計画的に使 えず友だち-のプ レゼン トを毎月買お うとした りしていた ｡ また､計

画的にお金が使 えない生徒に ｢お金がな くなった らどうす るの ?｣ とい う問いをす ると､

｢お金でお金 を買えばいい｡｣ と答えた りした ｡ このことか ら､生徒たちは生活の中での

お金の使い方を理解 していないことや､社会の中でのお金の流れがわかっていないことが

明 らかになった｡

そこで､授業では生徒たちの実際の生活で必要にな り､生徒の生活 を豊かにす るための

内容を ｢くらしとお金｣と定義づけた｡｢くらしとお金｣の学習を通 して､

① 自分のくらしのなかにお金が大きくかかわっていることに気づ くこと

② 1年後に実現 したい生活を考え､計画的にお金を使 える力をつけること

の 2点を目指 したい と考えた ｡ 身近なお金に関す る経験を生徒 と一緒に確認 し､ 自分のお

金についての知識を身につけることで､ 自分たちの生活 とお金の関連性についてより多 く

の気づきがあると考えた ｡ 本単元では､生徒が､今取 り組んでいるおこづかいについて再

認識 し､ 自分 とお金のかかわ りやお金のかかわ りを気づかせたい ｡ また､近い将来に対 し

ての自己実現ができるように計画をたて､生活の主体者は自分であるとい うことを意識 さ
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せたい｡

2. 授業計画

｢くらしとお金｣(3時間)

回数 実施 日 学習活動 ね らい 指導内容 (金融教育)

1 9月 1 2 日 わた_しの 身近な生活のなかにお金 くらしの中のお金 >

(本時) くらしとお金 がかかわっていることに 自分 とお金 のか か わ

気づ く りの再認識

2 ･9月 26日 収入 と支出 ｢収入｣や ｢支出｣の仕 く ら しの 中のお金 >

組みについて､身近な買 自分 の く ら しと家族

い物を取 り上げて理解する○ の収入

3. 1回 目の授業について

1)授業の 目標

○自分の好きなこと (もの)について考える｡
○自分の好 きなこと (もの)に関わるもの (人)について考える｡

○現在の自分のお小遣いについて､再認識す る｡

2)授業の展開

学習活動 指導内容 留意点

･挨拶をする○ ○授業の始ま りを意識す る○ ●
･自分の好きなこと ○自分が好 きな食べ物 ､キャラクタ ●発表を板書す る○ 顔

(もの)を発表す 一､活動等について考える○○好 きなこと (もの)についてま とめる○ 写真 を貼付 し､だれの
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自分の好 きなこと

(もの)に関わる

もの (人)につい

て考える｡

好きなこと (もの)

に関わるもの (人)

を 選 択 肢 か ら選

び､ ワー クシー ト

に貼付す る｡

小遣いについての

質問に応 える｡(再

認識す る｡)

･小遣いについてま

とめる｡

･挨 拶 をする｡

○好きなこと (もの)には､人や物 (堤
所)､｢お金 ｣ が関わっていることに気
づ〈∩

○好 きなこと (もの)には､いろいろ
なもの (人)が関わっていることを知

り､ 自分生活に置 き換 えて考える｡

○質問に応 えることで､自分の小遣い
について再認識す る｡ (気づ く､意識

化す る｡)

○自分の小遣いについて再認識す る｡
○授業の終わりを意識する｡

●発表を板書す る｡生

徒 の意 見 を肯 定 的 に

捉 える｡ イラス トの選

択肢 を複数用意す る｡

あ ま り必 要 で は ない

選択肢 も用意す る｡

● 生 徒 の意 見 を肯 定

的に捉 える｡ 選択が難

しい場合には､助言す

る｡

● ア ンケー ト結 果 を

基 に発問す る｡ 応 える

こ とが難 しい場 合 に

は､アンケー トを基に

助言す る｡

Ⅴ まとめと今後の課題

以上､今年度は中学部段階における ｢金融教育｣ の指導内容 を検討 した｡特別支援教育

において､｢金融教育｣ とい う名称で学習できる内容 をどの範囲でま とめてい くことがで

きるか､そ してそれ らを実践化 してい くためには どうすればよいか とい う点は とても重要

な課題である｡ これまで､高等部の中 ･軽度の生徒-の学習内容 としてま とめてきた もの

を､今回中学部段階では どうか とい うことで検討 してきたが､高等部-の継続 とい う点で

一定の内容 を中学部段階か ら指導 してい くことは とて も有効 な ことと考 えることができ

た ｡ 内容的には金融教育なのか､金銭の教育なのか､数学なのか､生活指導の一部なのか

等いろいろと考えることができるだろ うが､少な くとも､生徒の ｢くらし作 り｣のための

学習 とい う方向性 をもって授業 を計画す ることは とても重要なのではないだろ うか｡ ｢自

分｣の くらしを自ら創造 してい く主体者 を育成す るために どのよ うに授業を考 えてい くか､

この点か ら今後 も ｢金融教育｣ を検討 していきたい と考 える｡

最後 に今後の課題であるが､今年度検討 した ｢中学部段階での学習内容｣ とこれまで検

討 してきた ｢高等部段階での学習内容｣にさらに検討 を加 え､その整合性､継続性､連続

性等を検討 し､特別支援教育における ｢金融教育の学習内容｣について一定の結論 を出 し

てい くことが必要である｡また､それ とともに､それ らを元に した授業展開を重ね､教材

や指導案集等を作ってい くことを 目指 したい と考 えている｡
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資料 中学部段階での ｢金融教育｣の学習内容

学習内容 ね ら い 授業展開例 授業展開の具体的項 目

くらしの中の ･自分 とお金の関わ りや 金銭の使用について ･私のお金の使い方
お金 お金の使い方を確認す ･わたしのお金の ･くらしと

ることで､ 自分 とお金の関わ りを確認す る 使い方 お金のアンケー ト

･生活の中や社会の中で お金の役割について ･お金がなかった ら

のお金の役割を考え､気づ く ･お金つてなんだろ う ･お金はなんで使えるの

･自分のくらしが家族の 収入について ･おこづかいは

収入によって成 り立つ ･お金は だれにもらう

ていることがわか り､ どこか らや って くる ･_お米はだれが

将来の生活につなげて 買って くる

考えることができる ･おかねは ....

金銭管理 . ･生活に関わる金銭的事 上手にお金を使お う ･こづかいを

計画的な金銭の 象に関 して金銭の使用に関する計画の立て方 ･こづかいの使い方 どう使 うかな上手にお金を使お う ･買い物 してるかな

使用 や上手なお金の使い方 ･買い物 をしよう ･上手な買い物の

を身につける･金銭を計画的に使 うこ しかた とは上手にお金を使お う ･こづかい帳つてなに

との大切 さを知 り､行 ･こづかい帳を ･こづかい候 を
.動できる つけよう つけてみよう

上手にお金を使お う ･高いものではしいもの

･高いものを買いたい ときは ･お金を貯めよう

金融機関や ･金融機関の役割や利用 銀行 に行 こう ･銀行つてなに

社会資源の 方法を知る ･銀行の役割 ･銀行でなにができる

利用 ･金融機関等の利用の際に気を付けなければな ･銀行 を利用するには銀行に行 こう ･銀行に行ってみよう

らなし十ことがわかる ･.銀行を使 うときの ･預金に関わる

注意 いろいろなことば･銀行 を使 う時の注意

生活設計 ･自分の今､あるいは今 未来のわた しを ･今のわた しはどんな人
までの生活を振 り返 り 考えよう くらし､楽 しみ

､これか らの進路を考 ･今のわた し､ ･将来めわた しを

えることができる〇･将~采の自分を創造 し､ 将来のわた し 考えよ う未来のわた しを ･未来のわた しは

将来の生活について考 考えよう どんな人

えることができるo ･未来のわた しを考え ･将来わた しは
よう こ うな りたい

未来のわた しを ･将来のわた しの

考えよう･自分の したい将来のくらし 仕事､ くらし､楽 しみ

危機回避､ ･プ リペイ ドカー ドやク 安心なくらし ･安心なくらしつてなに

消奏者教育 レジッ トカー ド､その ･個人情報つて ･個人情報について
他の新 しいお金につい _なんだろ う ･個人情報をどう守る

ての知識や､適切な使 安心なくらし ･暗証番号知っている

い方がわかる ･暗証番号やキヤツ ･.暗証番号やキヤツ
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金に関する危険につい 安心なくらし ･わたしの携帯の使い方
ての知識を持ち､危機 ･携帯電話やインター ･携帯やインター
回避の方法がわかる ネ ッ トの注意 ネットの注意

安心なくらし ･お金はなにが危険なの

･お金の危険 ･お金について注意すること

まとめ ･自分のくらしとお金の 生活の中のお金 ･くらしの中での
くらしを 関わ りについて学習 し お金の関わ り

考 え よ う たことから再確認する ･もつとお金 と上手につきあうには
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